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特定非営利活動法人 

花と緑のネットワークとよなか 

 
本活動は平成２５年度農林水産省「農のある暮らしづくり交付金事業」により実施しました。 
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はじめに 

 

 特定非営利活動法人花と緑のネットワークでは、この間、豊中市緑と食品の

リサイクルプラザ（学校給食の調理残渣と児童の給食の食べ残しと市内街路樹

等の剪定枝を混合させて土壌改良材「愛称：とよっぴー」）を製造する施設に併

設して農園（別名：とよっぴー農園）を設け、幼児から大人までを対象にした

作物栽培の体験活動について四季を通じて行ってきたところです。 

農園では土に触れ、作物の栽培や収穫を身近に体験し、小学校では作物栽培

や稲作に取り組み、収穫した野菜やお米の試食を行って、日本の農業文化と食

文化を学ぶ場を設けてきました。 

 また、小学校を対象に「学校菜園支援（協働とアドバイス）」と教室での「農

や食」の環境出前講座を実施しています。ここでも、農や食の大切さ少しでも

理解していただけるよう、工夫を重ねながら、食育推進に繋げています。 

毎年、このような活動に１万人近い市民（幼児から大人まで）が参加してき

たところです。 

 この度、典型的な住宅都市である豊中において、今後とも農と食の活動を推

進するため、今般、活動を振り返りながら「食育」について関係者が語る集い

を「食育フォーラム」として開催をしたところであり、全般の活動と実施した

フォーラムを報告します。 

 報告書については２０１３年４月以降を記載しています。農林水産省「農の

ある暮らしづくり交付金事業」の対象は同年９月２８日からとなります。した

がって、対象の活動は現在も進行中であることを付記します。 

 なお、表題は「食育フォーラム」ですが、本事業の一環に位置付けた事業も

報告にまとめました。 

 

― 報 告 目 次 ― 

 

 ○ご挨拶 特定非営利活動法人花と緑のネットワークとよなか 

 ○「とよっぴー農園」での取り組み 

 ○とよすぽファームプロジェクト in てしまの取り組み 

 ○学校菜園支援・環境出前講座の取り組み 

 ○食育フォーラムの報告 

 ○第８回「とよっぴー祭り」報告 

 ○資料編 
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ごあいさつ 

  

 豊中市では、国の「食育基本法」の制定後、「食育計画」策定し現在に至って

います。計画に基づく食育推進協議会では、関係者が集い各取り組みの情報交

換を行い課題の共有化を図りながら、地域における食育推進を進めています。 

 食育推進協議会に参画する他方で、私どもの法人は、豊中市緑と食品のリサ

イクルプラザで製造される土壌改良材「愛称（とよっぴー）」を紡いで、地域に

おける資源循環の活動を日々推進しており、絶えず農と食の関係性を意識しな

がら、少しでも地域で食育推進に寄与できればとの、思いを強くして活動を行

ってきたところです。 

 明治の時代、村井玄斉さんという方が、知育・得育・体育等とともに食育

の大切さを訴えられていたことを、最近お聞きしました。 

当法人では、毎月３回私どもが関係する農家の方々に「とよっぴー」を使っ

ていただき作物を育て、「地産地消デー」「野菜市・場」等の活動を行っていま

す。 

昔から「身土不二」が人間の食生活にとって大事なことと言われていますが、

身近で採れる作物を食する現代版の地産地消こそ、身土不二の体現であり、村

井さんの食育に通じるものと思います。 

食育の領域まで国や行政がという戸惑いもあると思います。それほど食の荒

廃が進んでいるのかも知れません。しかし、心の豊かさは食にも通じることで

あり、農という分野から食育に切り込むことは意義深いものと言わねばなりま

せん。 

農林水産省の「農のある暮らしづくり」は、食育とも連動した事業として、

私どもがささやかでも、その一翼を担うことができたことを率直に感謝してお

ります。 

畑で育つ作物を、力一杯込めて引っこ抜き、その作物を持ち上げて、弾ける

笑顔の子ども達を目にしたとき、農の素晴らしさを、いつも感じています。生

きた教材は、書物だけでなく現場（畑）やそれを通じて共に学ぶ場にあること

を改めて確認させていただきました。 

本報告書には高邁な理屈はありません。豊中の小さな市民活動として日々、

多くの人々との連携を保ちながら、農と食の大切さを訴えるメッセージとして、

心にとどめていただければ幸いでございます。 

関係各位に感謝を申し上げ、ご挨拶と致します。 

  

                           高島 邦子 
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「とよっぴー農園」での取り組み 

「とよっぴー」農園とは豊中市緑と食品のリサイクルプラザ（堆肥化施設）

に併設した実験農園の名称である。約９００平方メートルの農地（４か所とミ

ニ田圃等）で、「とよっぴー」農園長の指導の下、多様な農体験事業を推進して

いる。 

とくに、３年前から「農園楽」（作 

物栽培のノウハウを勉強しながら農作 

業ボランティア活動）を実施し、土づ 

くりから植え付け、管理、収穫等とと 

もに、各イベント（農体験事業）に向 

けた準備やスタッフとして活躍する人 

にも支えられて、取り組みが進んでいる。 

下記の一覧は、２０１３年４月１日以降、現在までに「農の暮らしづくりに

交付金事業」の一環として実施した「とよっぴー農園」での活動実績である。 

交付金事業の対象は９月２８日以降であるが、この機会であり、対象外活動

も掲載して流れを把握するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

表―１ 「とよっぴー」農園活動 

実施日 団体名等 体験内容 
参加者数 スタ

ッフ 大人 子ども 

  4 月 5 日（金） 農園楽受講者 ※ 
オリエンテーション＆農

場見学 
１ ― ２ 

  5 月 17 日（金） 
市立原田保育所 

年長組 

サツマイモの植え付け作

業 
４ ２４ ２ 

々 Ｍ＆Ｃ    ※ 々 １１ １２ ２ 

  5 月 18 日（土） 野菜大好きっ子 々 １６ １７ ４ 

  6 月 6 日（木） 豊島小学校４年生 々 ３ ８６ ３ 

  6 月 29 日（土） 
親子による夏野菜の

収穫体験 

ナスビ・キュウリ・トマト 

ジャガイモ等の収穫 
５ １０ １１ 

 

 

 

http://toyoppy.jp/wp/wp-content/uploads/s-DSC_0719.jpg
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  7 月 20 日（土） 野菜大好きっ子 
ナスビ・キュウリ・トマト 

ジャガイモ等の収穫 
１４ １６ ６ 

  7 月 27 日（土） 親子で学ぶ畑の楽校 稲の観察とカボチャ収穫 １８ １９ ６ 

  8 月 15 日（木） インターンシップ 農園見学 ５ ０ １ 

  8 月 27 日（火） 々 農園見学 ４ ０ １ 

  9 月 7 日（土） 々 稲の観察と大根の種まき １５ １５ ７ 

  9 月 27 日（） Ｍ＆Ｃ サツマイモの収穫 １８ １６ ３ 

 10 月 12 日（土） 野菜大好きっ子 々 １４ １３ ３ 

々 とよっぴー倶楽部 々 ２０ １ ２ 

 10 月 19 日（土） とよっぴー祭り ※ 地産消費活動 ４６５ ８５ 125 

 10 月 23 日（水） とよっぴー倶楽部 サツマイモ収穫 ８ ０ ２ 

 10 月 26 日（土） 親子で学ぶ畑の楽校 
米の話と稲刈り＆サツマ

イモ収穫 
１５ １５ ５ 

 10 月 29 日（土） 
市子育て支援 

「ほっぺ」事業 

サツマイモ収穫 
４４ ４７ １０ 

 10 月 30 日（水） 
市立原田保育所 

年長組 

々 
６ ５８ ３ 

 11 月 15 日（金） さわ病院職員 々 ２ ― ２ 

 11 月 16 日（土） 食育スタディ・ディ 
大根・人参・小松菜・カブ・ 

サツマイモ収穫＆試食会 
５９ ３５ ７ 

 11 月 30 日（土） 親子で学ぶ畑の楽校 大根・人参の収穫＆試食会 １１ １１ ４ 

々 とよっぴー祭り 青梗菜の収穫 １５ １５ ３ 

 12 月 14 日（土） 々 々 ９ ８ ５ 

 々 々 ２ ― １ 

 1 月 25 日（土） 冬の農場見学会 農園・堆肥床見学 ３ ― ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

野菜大好きっ子親子で学ぶ畑の楽校収穫事業アンケート結果 

2013 年 10 月 12 日（土）実施分 

 

1. 子どもたちの食べ物で気をつけておられることはありますか 

 

○出来るだけ新鮮な物 

○なるべく農薬や添加物が入っていないものを使うようにしている 

○無農薬、無添加なもの 

味付けではなく素材そのものの味を覚えて欲しい。甘い、苦い、からいな

ど 

  ○手作り、添加物の注意を心がけています。 

  ○なるべく野菜を食べさせるようにしている 

  ○出来る限り農薬の少ないもの、放射線検査をしたものを購入するように

しています。子どもには土の中のもの、上のもの等教えています。 

 

2. 今日の感想があればお願いします 

 

○おいもが不作と聞いたので掘れないと思っていましたが、掘れてどもたち

の良い 経験になりました。 

○大きな農園で、なかなかできない体験をさせて頂きました。子供も今日の

収穫を楽しみにしていました。ありがとうございました。 

○畑など自然にふれ合う事が少なくなってきている中、楽しく貴重な体験が

でき、嬉しく思います。 

○楽しくイモ掘りができました。 

○初めてのイモ掘りで、どんな形でどこから出てくるか、ワクワクして楽し

かった。 

○子供、楽しかったです。良い天気の下で楽しくできました。土の中の虫も

たくさんいて、子どもは楽しめたようです。ありがとうございました。 

 

2013 年 10 月 12 日（土）実施分 

 

3. 子どもたちの食べ物で気をつけておられることはありますか 

 

○出来るだけ新鮮な物 

○なるべく農薬や添加物が入っていないものを使うようにしている 
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○無農薬、無添加なもの 

味付けではなく素材そのものの味を覚えて欲しい。甘い、苦い、からいな

ど 

  ○手作り、添加物の注意を心がけています。 

  ○なるべく野菜を食べさせるようにしている 

  ○出来る限り農薬の少ないもの、放射線検査をしたものを購入するように

しています。子どもには土の中のもの、上のもの等教えています。 

 

4. 今日の感想があればお願いします 

 

○おいもが不作と聞いたので掘れないと思っていましたが、掘れて子どもた

ちの良い 経験になりました。 

○大きな農園で、なかなかできない体験をさせて頂きました。子どもも今日

の収穫を楽しみにしていました。ありがとうございました。 

○畑など自然にふれ合う事が少なくなってきている中、楽しく貴重な体験が

でき、嬉しく思います。 

○楽しくイモ掘りができました。 

○初めてのイモ掘りで、どんな形でどこから出てくるか、ワクワクして楽し

かった。 

○子供、楽しかったです。良い天気の下で楽しくできました。土の中の虫も

たくさんいて、子どもは楽しめたようです。ありがとうございました。 
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《お米・野菜大好きっこ》《畑の樂校》アンケート結果 

① 5 回の樂校でしたが、野菜やお米について子どもたちは興味や関心が持てま

したか。 

 

・もてました。 

・種まきや収穫の体験は、とても楽しく、印象に残っているようです。 

・家でもトマトやミニ小松菜をベランダで作って、お世話してくれました。 

かぼちゃの時は包丁で切るのが「かたい！！」って言ってました。 

・もてた。 

・種まきから収穫まで学ぶことができ、貴重な経験をさせてあげられてよか

ったです。田植えは特に貴重な経験です。 

・とても楽しかったようで、次回も参加したいそうです。 

・子どもたちは興味を持って種上から収穫が出来ました。いつも豊作でない

ことがよく知れたと思います。 

 

② もっとこうすればよかったというようなことがあれば何でもお書き下さい。 

 

・中止・決行についてＨＰの更新、ＨＰありとのことですが、見つけられま

せんでした。 

・水遣りとかも経験させてもよかったかなぁと思いました。 

・また、来年もやりたい。 

・お米の成長過程等の写真や絵があればもっと分かりやすかったかもしれま

せん。 

・お金の集金について初回に一括で行ってもらった方がいい。休んでも返金

の必要はありません。 

 

③ 花と緑のネットワークはアジェンダ 21 のプロジェクトとして豊中市製造 

土壌改良「とよっぴ～」の配布と活用や環境教育を行っています。ご興味の

ある事に○をお願いします。複数可 

 

・子供たちとの野菜づくりイベントについて知りたい （回答６） 

・地場野菜を購入したい（第 2木曜 くらし館・第 3木曜 環境交流センタ

ー・第 4木曜 さわ病院） （回答４） 

・ボランティア体験イベントがあれば誘ってほしい （回答１） 

・の生ごみの肥化方法を知りたい （回答１） 
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・休日ボランティアとして農園作業に係りたい（大人） （月 1回なら 月

2回程度 毎週 1回程度なら） （回答０） 

 

① 収穫は楽しいですが、感想などあればお願いします。 

・感動しました。ただ植えただけですが、立派に育っていたのでありが

とうございました。 

・最初抜くのに時間がかかったけど、あとはスムーズに取れてよかった。 

・楽しかったです。 

・達成感があって楽しかった。 

・楽しかったです。でも食べるのが大変です。 

・楽しかったです。今回が初めてなので、この様な経験は良いと思いま

す。 

・楽しかったです。 

・大きいのが取れてうれしかった。収穫が楽しかった。 

・立派に育っていてうれしかった。家でも育てたいです。 

・チンゲン菜が大きくなっていて驚いている。 

・楽しいです。親切にしていただいてありがとうございます。 

・具体的に指導があればもっと楽しいです。 

 

② もっとこうすればよかったというようなことがあればお願いします。 

・サツマイモもやってみたいと思いました 

・例えば、チンゲン菜のレシピを印刷しておいておくとか。 

・これ以上望めない。立派に育ちました。ありがとうございました。 

 

③ 花と緑のネットワークはアジェンダ21のプロジェクトとして豊中市製造 

土壌改良材「とよっぴ～」の配布と活用や環境教育を行っています。ご

興味のある事に○をお願いします。複数可 

 

子どもたちとの野菜作りのイベントについて知りたい 

回答数８ 

とよっぴー地場野菜を購入したい 

回答数４ 

ボランティア体験イベントがあれば誘ってほしい 

回答数１ 

台所の生ごみのたい肥化方法を知りたい。 

回答数２ 
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休日ボランティアとして農園作業に関わりたい（大人） 

（月 1 回なら 月二回程度 毎週一回程度なら） 

回答数０ 
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とよすぽファームプロジェクト in てしまの取り組み 

 市立豊島温水プールの要請を受け、昨年度より施設内用地にサツマイモ畑を

設け、施設周辺の保育園等に呼びかけ、サツマイモの植え付けから収穫までの

活動を協働で進めている。 

 とくに、施設関係者には作物栽培のノウハウがないことから、土づくりに当

法人が資源として活用している「とよっぴー」を投入して土壌の肥沃性を高め

た上で植え付け指導を行った。 

 以下に活動経過を記載します。なお、同活動に参加した保育園の園長が「食

育フォーラム」のパネラーとして出席している。 

 なお、水やりは当該施設並びに参加団体が随時行い、当法人が参加していな

い場合は当該施設担当者が対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

表―２ とよすぽファームプロジェクト in てしま 

実施日 団体名等 体験内容 
参加者数 スタ

ッフ 大人 子ども 

   5月 10日（金） 関係５団体 畝づくり ５ ０ ３ 

   5月 21日（火） 
服部幼稚園 

くりのみ幼稚園 
植え付け １３ １３５ ― 

  5月 22日（水） 
てしま保育園 

ハニー・ビー 
植え付け １０ ６３ ― 

   5月 23日（木） 
豊島幼稚園 

こうづしま幼稚園 
々 １４ １４０ ― 

  10月 15日（火） 関係３団体 葉の刈りこみ ５ ― ３ 

 10月 18日（金） 服部幼稚園 収穫 ７ ７０ ― 

 10月 22日（火） てしま保育園 々 ５ ５９ ２ 

 10月 24日（木） くりのみ幼稚園 々 ８ ８７ １ 

 10月 29日（火） 
豊島幼稚園 

こうづしま幼稚園 
々 １４ １４０ １ 

 10月 30日（水） ハニー・ビー 々 １０ ２３ １ 
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学校菜園支援・環境出前講座の取り組み 

従来、農業体験活動は「とよっぴー農園」に来ていただき作物栽培や収穫を

していただいていたが、農地面積の関係もあり参加数に限界があることや、外

に出て広く農業体験とそれに付随して教室等での「食と農」の環境出前講座を

実施して現在に至っている。 

 今年度当初から、本活動を実施しているが、交付金事業採択を受けて以降は

「農のある暮らしづくり」の一環として実施中で、現時点までの活動の経過を

振り返りかえることとしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

表―３ 学校菜園支援と環境教育 

実施日 団体名等 体験内容 
参加者数 スタ

ッフ 大人 子ども 

  5 月 9 日（木） 南丘小学校 5年生 
食のリサイクルとお米の

授業（講座 2時限） 
１ ３８ ２ 

  5 月 13 日（月） 西丘小学校 5年生 々 ２ ６２ ２ 

 5 月 16 日（木） 々 
田植えの体験授業 

（体験 2時限） 
２ ６２ １ 

  5 月 17 日（木） 熊野田小学校 5年生 
食のリサイクルとお米の

授業（講座 2時限） 
３ １０３ ２ 

 5 月 20 日（月） 刀根山小学校 5年生 々 ３ １１０ ２ 

 5 月 21 日（火） 豊島北小学校 5年生 
田植えの体験授業 

（体験 2時限） 
３ ９６ １ 

 5 月 24 日（金） 北丘小学校 5年生 
食のリサイクルとお米の

授業（講座 2時限） 
２ ４７ ２ 

 5 月 27 日（月） 東丘小学校 5年生 々 ３ ９９ ２ 

 5 月 29 日（水） 中豊島小学校 5年生 々 ３ ８２ ２ 

 5 月 30 日（木） 東丘小学校 5年生 
田植えの体験授業 

（体験 2時限） 
５ ９９ １ 

 5 月 31 日（金） 庄内西小学校 5年生 食のリサイクルとお米の １ ３４ ２ 

  

http://toyoppy.jp/wp/wp-content/uploads/P1011226.jpg
http://toyoppy.jp/wp/wp-content/uploads/s-P1020548.jpg
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授業（講座 2時限） 

 6 月 3 日（月） 南丘小学校 5年生 
田植えの体験授業 

（体験 2時限） 
１ ３８ １ 

 6 月 4 日（火） 豊島小学校 5年生 
食のリサイクルとお米の

授業（講座 2時限） 
２ ６４ ２ 

 6 月 6 日（木） 小曽根小学校 5年生 々 ２ ４７ ２ 

 6 月 7 日（金） 庄内西小学校 5年生 

昔の田植えの話 

（講座１時限） 
１ ３３ １ 

田植えの体験 

（体験２時限） 

 6 月 10 日（月） 小曽根小学校 5年生 々 ２ ４７ １ 

 6 月 11 日（火） 北丘小学校 5年生 々 ２ ４５ １ 

 6 月 14 日（金） 豊島小学校 5年生 
々 

（バケツ稲） 
２ ６４ １ 

 6 月 17 日（月） 豊島西小学校 5年生 
食のリサイクルとお米の

授業（講座 2時限） 
２ ６０ ２ 

 6 月 20 日（木） 小曽根小学校 5年生 
田植え体験バケツ本植え 

（体験２時限） 
２ ４７ １ 

 6 月 28 日（金） 熊野田小学校 5年生 々 ３ １０３ １ 

 10 月 7 日（月） 刀根山小学校 5年生 
校内田んぼの稲刈り 

（体験２時限） 
３ １３７ １ 

 10月 11日（水） 豊島小学校 5年生 
バケツ稲刈り 

（体験２時限） 
２ ６４ １ 

 10月 15日（火） 西丘小学校 5年生 
校内田んぼの稲刈り 

（体験２時限） 
２ ６２ １ 

 10月 17日（木） 東丘小学校 5年生 々 ４ ９９ １ 

 10月 18日（金） 北丘小学校 5年生 々 ２ ４５ １ 

 10月 22日（火） 庄内西小学校 5年生 々 １ ３３ １ 

 10月 29日（火） 刀根山小学校 5年生 
脱穀・籾摺り・精米体験学

習（体験２時限） 
３ １１０ １ 

 10月 30日（水） 南丘小学校 5年生 
校内田んぼの稲刈り 

（体験２時限） 
１ ３８ １ 

 10月 31日（木） 豊島小学校 5年生 
脱穀・籾摺り・精米体験学

習（体験２時限） 
２ ６４ １ 

 11 月 7 日（木） 東丘小学校 5年生 々 ３ ９９ １ 
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  11 月 8 日（金） 庄内小学校西 5年生 
脱穀・籾摺り・精米体験学

習（体験２時限） 
１ ３３ １ 

 11月 14日（木） 小曽根小学校 5年生 々 ４ ４７ １ 

 11月 15日（金） 熊野田小学校 5年生 々 ４ １０３ １ 

 11月 18日（月） 西丘小学校 5年生 々 ２ ６２ １ 

 11月 19日（火） 南丘小学校 5年生 々 ３ ３８ １ 

 11月 21日（木） 庄内西小学校 5年生 ご飯・味噌汁作りサポート １ ３３ １ 

 12 月 3 日（火） 豊島北小学校 3年生 
豊中の農業「岸田さんの農

業」講座（授業２時限） 
３ １０２ ２ 

 12 月 5 日（木） 東丘小学校 5年生 ご飯・味噌汁作りサポート １ ３３ １ 

々 小曽根小学校 5年生 々 ２ ２３ ２ 

 12月 13日（金） 熊野田小学校 5年生 々 ２ ３７ １ 

 12月 17日（月） 豊島小学校 5年生 々 ２ ３１ １ 

  1月 21日（火） 豊島小学校 5年生 農業講座 ２ ６４ １ 

  １月 31 日（金） 熊野田小学校 5年生 々 ３ １０３ １ 

 

お礼の年賀はがき 
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岸田さんへの手紙（一部 ２年生） 

・きし田さん、大こんのしゅうかくや、たねのまきかたをおしえてくれてあり

がとうございました。大こんは長くて太いのがとれました。とってもうれしか

ったです。 

 

・大きい大こんをとれてうれしかったです。きし田さんのおかげです。ありが

とうございます。たべるのがたのしみです。 

 

・うえかたをおしえてくれてありがとうございます。大きい大こんができまし

た。おはなしもおもしろかったですわたしははっぱも大すきです。 

 

・9 月はとっても小さいたねだったけど、とても大きい大こんがとれました。あ

りがとうございました。こんどはべつのやさいもおしえてください。 

 

・大こんが、思ったよりも、大きくてよかったです。きし田さんは、大こんは、

すきですか？わたしは大すきです。またさくらづか小学校に、あそびにきてく

ださい。いろいろ大こんのことをおしえてくれてありがとうね。 

 

・おいしそうな大こんがとれました。家で家ぞくといっしょにたべたいなと思

います。ありがとうございました。 

 

・大こんのそだてかたをおしえてくれてありがとうございました。またどこか

であいましょう。 

 

・おしえてくれてありがとうございます。 

大っきいだいこんがとれました。ありがとうございます。 

 

・大こんのことやえいようのことをおしえてくれてありがとうごさいました。 

 

きし田さん、いろいろおしえてくださってありがとうございました。だいこん・

りょうりをたべるのが楽しみです。ほんとうにありがとうございました。 

 

・きしださんへ。たねをうえて大こんがでかくておいしそうです。おいしくた

べるよ。 
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・9月にたねまきをしたのはおぼえてますか。あのときはほんとに楽しかったで

す。またちしきをお知えてください。ありがとうございました。 

 

・こんなたねでだいこんが大きくなるなんてびっくりしました。だいこんが大

きくなってすごいなとおもいました。だいこんのたねまきをおしえてくれてあ

りがとうございました。 

 

・すごくりっぱな大こんでした。あんな小さなたねが大きな大こんになるなん

でびくりしました。いままで教えていただいて、本当にありがとうございまし

た。 

 

・ぼくは、ちいさいころは、だいこんは、きらいだったけど、ようちえんのこ

ろたべれるようになりました。だいこんは、おいしいですね。きし田さんあり

がとうございます。 

 

・だいこんのたねは、小さかったのに、すごく大きくなっていて、びっくりし

ました。それと、たねのうえかたをおしえてくれてどうもありがとうございま

す。 

 

・あのときは、大こんのことをいっぱいおそえてくれてありがとうございまし

た。大きい大こんがしゅうかくできました。 

 

・とってもおいしそうなだいこんがとれました。家でたべたらどんなあじがす

るだろう。たのしみだなたのしみにしとこう。でもはやくたべたいなあおしえ

てくれてありがとう。 

 

・きし田さんお元気ですか。大こんでそっちは、どのくらいそだちましたか。

あと大こんのクイズとかそだちかたを数えていただきありがとうございました。 

 

・りっぱな大こんをそだててくれてありがとう。 

 

・わたしのだいこんは、ほそくて、はっぱがおおかったです。てがだいこんの

においになってしまいました。このだいこんが大きくなったのは、きし田さん

のおかげだとおもいます。 

 

・きし田さんへ、いろいろ、何をこうして下さい、これをこうして下さい。と
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言ってくらたおかげで、みんな大きい大こんがとれました。ありがとう。 

 

・大こんのそだてかたをおしえてくださってありがとうございます。大こんの

たねのおしえかたやいろんなこともおしえてくださってありがとうございます。 

 

・とっても大きな大こんがとれてうれしかったです。すごく小さなたねがすご

く大きな大こんになったので何でかなって思いました。すごくおいしそうでし

た。 

 

・きょだいな、だいこんをぬきました。きし田さんときどき、きてましたね。

だいこんのたねは、さいしょは、とても小さかったけど、だいこんになったら、

とても大きいです。 

 

・あんなに小さかったたねが立ぱな大こんになりました。大こんをとっていた

ら思っていたよりかるかったです。たねのまきかたをおしえてくれてありがと

う。 

 

・どれも、おいしそうでした。この前は、いろいろ大こんのことを教えてくれ

てありがとうございます。 

 

・教えてくださってありがとうこざいました。とてもいいべんきょうになりま

した。 

 

・きし田さんいろいろおしえてくれてありがとうございます きし田さんのお

かげでいろいろなことがわかりました。しかも大きな大こんがとれました。あ

りがとうございます。 

 

・大こんが 1 回目すごい小さかったので先生にあと１つつもらいました。いつ

も大こんを見にきてくださってくれたんですね、ありがとうございます。ほん

とうにありがとうございます。 

 

・ぼくの大こんはすごく大きかったです。はっぱがすごくありました。大こん

のりょうりですきなのは大こんのにものがすきでとった大こんで作りたいです。

大こんのことを教えてくれてありがとうございます。 
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「食育フォーラム」の報告書 

この間の「とよっぴー農園」における農業体験、小学校における菜園アドバ

イス（今回は稲作中心）と教室等での出前環境授業並びに豊島温水プールでの 

「とよすぽファームプロジェクト」を踏まえ、関係者による「食育フォーラム」

の開催報告書を以下に記載する。 

 

○実施要領：テーマ「食育フォーラム」 

（今でしょう！知ること、学ぶこと、進めること） 

     

＜活動報告・問題提起・パネルディスカッション＞ 

○付帯事業：地場産野菜市・ダンボール堆肥の実演 

○実 施 日：２０１３年（平成２５年）１１月２日（土） 

 １２：００～１６：３０ 

      食育フォーラムの開催時間 １３：３０～１６：１０ 

○場  所：豊中市環境交流センター 

○参 加 者：４９人（付帯事業の参加者８１人 １２：００～１３：００） 

食育に関係する団体等の参加者に加えて、一般の参加者も多く見られ、関心

の広がりを伺わせた。 

○備  考：食育フォーラム報告書を別途作成 

○報告概要：以下のとおり 

 

【時  間】 

 準   備 １１：００～１２：００ 

 堆肥化実演 １２：００～１２：４０ 

 野 菜 市 １２：００～１３：００ 

 

【報  告】 

１．堆肥化実演（見学者８人） 

 当日、メンバー（堆肥化活動の担当者）が家庭で実際に取り組んでいるダン

ボール堆肥や諸機材を持ち込み、実演見学者に説明を行って、個々人が家庭の

生ごみを堆肥にする方法を説明した。 

 

２．野菜市（購入者７３人） 

 「とよっぴー」を活用して作物栽培をする当法人の会員農家及び国の緊急雇

用事業として展開している「農業をめざす未就職卒業者・若者就労」事業の新
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規就農の野菜を販売した。これは都市部での農業活性化及び近隣農地と消費者

を結ぶ、地産地消並びに域内域消の活動の一環として実施したものである。 

 

３．食育フォーラム 

 特定非営利活動法人とよなか市民環境会議アジェンダ２１理事長の挨拶の後、

当法人の代表者が、農業体験・学校菜園支援・教室での環境授業・堆肥化講習・

野菜頒布などの資源循環の基軸にした諸活動の状況についてプロジェクターを

活用して報告した。これを受け、６人のパネラー（食育推進の行政関係者・学

校関係者・給食関係者・保育園関係者・農業者２）によって、①食育活動の現

況 ②食育活動を通じての周囲の変化 ③食育推進へ向けた今後の課題討論を

行った。 

 最初に豊中市の食育推進担当者が「食育推進計画」の内容を中心に食育の重

要性を問題提起し、各パネラーから取り組み内容の報告をいただく方向で討論

を進めた。次にその取り組みによる変化の様子や受け止めについて教諭・職員・

幼児や児童・保護者などの状況の説明を受けて、最後に課題の共有化を図るた

めの提案を受けた。 

 全体的に食育の必要性を確認するとともに、現在個々・別々に展開されてい

る食育に取り組みの情報に加え関係者を紡ぐ人と人の繋がりのどう築きあげる

かを、まとめとして整理した。課題としては、現場活動から地域・家庭へ広げ

浸透させていくことも必要ではないかと結んだ。 

 以下に詳細を掲載する。 

 

＜フォーラム次第とパネル討論内容＞ 

 ・開会挨拶  

 ・来賓挨拶 

   特定非営利活動法人とよなか市民環境会議アジェンダ２１ 

      理事長 茨木かづ子 

 

 ・活動報告 

「資源循環と食育活動の報告」 

    特定非営利活動法人「花と緑のネットワークとよなか」 

      理事長 高島 邦子 

 ＜報告内容＞ 

１９９９年（平成）に始まる生ごみの堆肥化実験活動の経緯やその際の活動

経過の説明を行い、２００２年４月の「緑と食品のリサイクルプラザ」事業の

開始による土壌改良材「とよっぴー」の製造とその利用の推進によって進展し
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た米を初めとした農作物への利用拡大の状況。さらには、「農作物（市内農業

者）からの学校給食（給食センター）への納入の高まりによる「とよっぴー」

を紡いだ資源循環の成立と同時に地産地消の形態が確立した実績を報告した。

また、「幼稚園等での堆肥化活動支援」、「“とよっぴー農園”での農体験支援」

や「学校菜園支援と教室での農と食の環境教育」等、「食育」が話題になる以

前からの、多岐にわたる食育活動の経過と、その影響や効果などを提示した。 

 

 ・パネルディスカッション 

  パネリスト 

     池上 益世さん  豊中市役所健康福祉部保険企画課 

     富永 彰一さん  元豊中市立東丘小学校校長、 

               現東丘小学校支援コーディネーター 

     重綱 啓江さん  豊中市立原田給食センター栄養士 

     山田 正典さん  社会福祉法人てしま保育園園長 

     岸田 興次さん  当法人「花と緑のネットワークとよなか」会員 

               学校菜園・出前講座アドバイザー 

               給食センターに農作物を納品する農業者 

     柳澤 俊治さん  当法人「花と緑のネットワークとよなか」会員 

               「とよっぴー農園」農園長 

    司会 

     中村 義世    「花と緑のネットワークとよなか」事務局長 

  

 

 

 

 

 

 

＜問題提起＞ 

 「豊中市における食育の取り組み」について      池上 益世さん 

「第２期豊中市食育推進計画」の事務局を「第１期」から担当している。

当計画の特徴は「食べることは、人の生き方そのものである」という視点 

  から、第１期計画より妊娠期から高年期までのライフステージを対象にし、 

  ５つの食育推進目標（①食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動  

しよう ②生活リズムを整え、バランスのとれた食生活を実現しよう ③

おいしく、楽しく、食事をしよう ④食べるもの、食べることを大切にし
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よう ⑤歯や口の健康を維持・増進しよう）を７つに分類された各ステー

ジの特性に応じた目標として設定している。また、、第２期計画の副題とし

て「とよなか食育プラスワン」を掲げ、各人が“何か１つ出来そうなこと

を取り組みに加えよう”、“食べる事にほんの少しの工夫を加えることで少

しずつ健康で心豊かな生活を感じてゆこう”と呼びかけ、具体化のため、「補

助シート」まで用意している。農の現場や食べ物の成り立ちを知ることか

ら遠くなってきた現状での食育について“周知から実践へ”市民の肥満症

の状況等を交えて紹介された。 

 

＜パネル討論＞ 

  問題提起を受けて、食育のあり方、進め方の現状と今後の課題について、

３つのテーマに沿って進められた。 

  

＜各パネリストの食育活動内容について＞ 

  ・富永 彰一さん（小学校での活動内容） 

前任の学校で岸田アドバイザーの支援を受け、新任地での支援も依頼 

した。 

    “給食”が機会としてあるが 「残さず食べなさい」と指導する事に

しかならない。校庭が広く、学級園が用意されており、成果物を生で食

べることは出来ないが家庭に持ち帰るようにして農作業を経験している。    

５年生では米の栽培を田植えから稲刈り、それを食べる事まで行ってお

り、岸田アドバイザーによる田植え時の苗の定植方法や稲刈り時の鎌の

使用法での手を添えたマンツーマンの支援を通して児童との良好な関係

性が出来ている。農体験以外に高島・岸田による出前授業も行われてお

り、これらの経験を通して食べることへの関心が芽生えている。 

                              

・重綱 啓江さん（給食センターでの活動内容） 

    地場産作物を採用する方向ではあるが、給食対象者数が多いため大

量・安定的に入手する必要があり、全てを地場産とするのは難しい。献

立予定に従って調理日に合わせた納品が難しいため、調理機会の調整が

やりやすい「青ネギ」から採用が始まり、現在では、たまねぎ・モロヘ

イヤ・ニンジン・コマツナ・オクラなどに拡大してきている。本年はタ

マネギについて３４軒の農家が大きさをそろえて一斉に納品されている。    

また、青ネギの採用時に生育している畑を見学し、現実の野菜の成り立

ち、野菜の出来る過程を実感できた。 
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  ・岸田 興次さん（菜園・講座アドバイザーでの活動内容） 

    ―＜富永さんの説明を受けて＞― 前任地からの関係ですが現任地に

なってアドバイザーとしての立場を認めて頂けるようになった。児童へ

のマンツーマンの支援は、確実な定植や安全のためで人気とりのためで

はない。 

    ―＜重綱さんの説明を受けて＞― 給食センターの希望を聞いて希望

サイズに合ったものを、そろえて納品するようにしている。 

   

・山田 正典さん（保育園での活動内容） 

    ７～８年前から花と緑のＮＷの支援を受けて「てしま堆肥」と名付け

て職員で堆肥づくりをしている。大発生したゴキブリが微生物によって

処理されるのを知り、微生物や堆肥の力を実感した。園庭で作物栽培体

験する他、「とよっぴー農園」などでも園児の農体験を進めている。これ

らの体験により食べることに積極的になったためか、現在では残飯が無

く、調理くず程度の生ごみしか得られていない。 

   

・柳澤 俊治さん（「とよっぴー農園」での活動内容） 

    「緑と食品のリサイクルプラザ」内に果樹園・ミニ田んぼを含む計４

農園（計９００㎡）を「とよっぴー農園」として利用している。“とよっ

ぴー”の誕生による栽培実験農場としてスタートし、毎年継続して“と

よっぴー”を投入しており、土壌検査結果も良好です。 

現在は、「野菜を育てる農体験の場」、「農と食の環境学習の場」、「土に

触れて自然を観察する場」を目的に運営しており、夏野菜・冬野菜それ

ぞれ１０種類以上が種まきから収穫までを、幼稚園児、学童、親子、一

般市民、各種団体や市役所の食育プログラム「食育スタディ」等によっ

て行っている。その他では“スイカ”や“カボチャ”等のつる性作物の

体験も組み込んでいる。 

特徴的なプログラムでは、年に２回前期（３～６月）・後期（６～１１

月）それぞれで種まき・苗の植え付けから収穫まで一連の体験が出来る

“親子で学ぶ畑の楽校”、農作物の栽培実技の習得を８ヶ月間の長期に実

施する塾“農園楽”がある。作物の手入れを、この農園楽の塾生が中心

になって行っている。 

 

  ・池上 益世さん（各報告の感想とコメント） 

    「食育スタディ」は「第１期豊中市食育推進計画」より“収穫と共食

体験”を目的に小学生の親子２０組５０人を毎年募集し、花と緑のネッ
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トワークの協力で収穫作業と収穫した野菜を用い参加者が共に食事をす

る体験をしている。 

    子どもの体験を中心に企画しているが親の感心も高い。親に収穫体験

が乏しい背景がアンケートで明らかになっている。 

    報告を受けて感じた点は、食育活動にかかわる人々が、それぞれ自分

達のやりたいことがある。それぞれ少しずつ異なっていても時間の中で

互いに理解し、その距離感が短くなってゆく、“連携”が出来てゆくこと

が大切と思う。連携を大切にしながら取り組みが進んでゆけば良いと思

う。 

 

＜続いて、これまでの取り組みを通じての変化や成果についての報告を

受ける＞ 

  ・富永 彰一さん（小学校での先生方や子どもの変化について）  

    まず、自分の認識がだんだん深まったことがある。当初、岸田さんの

菜園整備の要請を先生に依頼しても結局自分がやるしかないケースが多

かったが、耕しておくと何かしてくれるような関係が出来てきた。子ど

もが一生懸命に作業する姿を見て先生も一緒にやろうとする姿勢もでて

きた。生徒たちも水遣りをきちっとやるとさつまいもが良く収穫出来て

いることを知り、先生のがんばる姿が子どもに映っている。また、岸田

さんの米やタマネギの話の後は良く食べるようになった。意識化された

ためと考えている。継続できていないのが残念である。 

     

・司会者 

過去に、タマネギを給食センターに一斉納品した折、児童の各家庭に

地場産を納品されることを案内し、翌日の給食に変化が出ることを期待

したが、何も見られなかった。しかし、生産農家が訪問し、自作産物で

あることを告げた学校では食べ残しが無かったことがあった。この様な

反応を持続することが大切ですが、そのためのポイントは何か、どのよ

うな仕掛けが必要なのでしょうか。 

 

  ・重綱 啓江さん（給食センターでの活動） 

    市内４１校の内、３７校を給食センターが対応、４校が単独調理校と

して運営されている。４１校統一の年間献立計画を立てた中で地産地消

を進めている。米は現在他県産を使用しているが、来年度より豊中産を

採用し可能な限り優先使用する予定である。野菜は生徒一人当たりの使

用量が少なくても２００００食にも及ぶため、全体としては大量調理と
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なり、納品量の少ない豊中産野菜では単独調理校に充当し、もう少し数

量が確保できる場合はセンター単位に採用するなどの工夫をしている。    

また、納入される野菜の規格が市場と地場産とで異なる場合、例えばタ

マネギのサイズでは皮むき機械の調整作業が必要となるが、調理担当者

の“ひと手間”をかけて使用するようにしている。栄養士からはクラス

掲示用の「もぐもぐ」を、食に関わるテーマ記事や地場産野菜農家の紹

介等の内容で毎月お知らせし、野菜の食べ方や栄養について紹介する「一

口メモ」も週１回程度発行して身近なものにしている。今後は給食セン

ターと学校との距離感を縮めるようなＰＲを進めてゆきたい。給食セン

ターの情報も循環させてゆきたい。 

   

・司会者 

    給食を作っている人や作物を育てている人達が同じ目線で子ども達と

接して、距離感を縮めている。ここにヒントがあったように思う。 

 

  ・山田 正典さん（保育園での活動） 

    片道４０分かけて「とよっぴー農園」に出かけて農体験を始め、次に

園内で米袋を用いてジャガイモを作り、さらに近くでサツマイモの栽培

農地を広げた。園内でもブドウ・キウイ・ニンジン・大根なども育てて

いる。命あるものを育てる。命あるものを頂くと言うことを土に触れる

ことで得られている。保護者には食に関する情報を紹介した「はらぺこ

通信」を毎月発行している。園児には「給食」を家庭と同じ「お昼ご飯」

と呼び、「お昼ご飯」時には給食の先生から食材を話題にしたクイズで、

食材に対する興味を持たせて食事に向かわせている。苦味のあるゴーヤ

チャンプルでも残さなくなった。園内にある堆肥の発酵臭に関して「う

んこの本」を用いて担任から臭いけれどいいうんこが野菜の肥料として

役に立つことを説明し、堆肥のにおいのあるものが役に立つ事を理解す

るようになった。食べ物には手がかかっていることを知り、サツマイモ

の植え付けから収穫に至る手間に対する態度も変わってきた。 

   

・岸田 興次さん（菜園・講座アドバイザーでの活動） 

児童に指導するのと同時に若い先生にも食育のアドバイスをするつも 

   りで活動している。袋でつくるゴボウにチャレンジした時も、事前に島

熊山での野外学習を通して児童とも親しくなった上でスタート出来た。

人間関係があって成り立っていると思う。以前、菊菜を献立の予定月に

合わせて播種するなどの工夫をして納品出来た。今後も給食センターと
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協力して続けられればいいと思う。 

・富永 彰一さん（小学校での活動内容） 

    先生の農に対する体験も色々で、学年単位で足並みをそろえて活動す

ることで対処している。“とよっぴー”の使用も用務員さんが花壇で使用

していて、既に身近なものになっており順調に導入できている。   

   

・重綱 啓江さん（給食センターでの活動） 

    学校給食に地場産物を用いるには、大きさや量の点で使いやすい物か

ら選んで導入している。 

   

・柳澤 俊治さん（「とよっぴー農園」での活動） 

    作物を作るには病害虫や連作障害など苦労があるが「とよっぴー農園」

ではカラスの被害も多い。農園では行事予定と共に収穫物が先に決まり、

逆算して播種や植え付けを行う苦労もある。行事に参加された方々のア

ンケートによる感想では、子どもは農作業の体験に楽しさや興味を感じ、

親は自然の中で子どもと過ごすことや農産物や収穫の知識や作業に関心

を持つようになり、これらのことが自分の励みになっている。 

   

・池上 益世さん（感想とコメント） 

    皆さんの発言の中に取り組みを持続させるポイントが示されていた。

農資源の循環や情報の循環に加えて関わっている人々の心、取り組みを

繋ぐ影響・関係性の循環ではないかと思う。 

     

・司会者 

   答えが出たように思いますが、もう少し解いてみたいと思う。 

 

＜食育を連携して進めて行く課題やポイントについて＞ 

・富永 彰一さん（小学校での先生方や子どもの変化について） 

    ６年生から５年生の授業に移動させ、家庭科の調理実習課題「弁当を

作る」に米の栽培を結び付けている。教科に連携させることが大切で、

そのことで実現できている。 

   

・重綱 啓江さん（給食センターでの活動） 

    給食に関わる多くの人々の思いを伝えてゆくことが必要で課題と思う。 

   

・山田 正典さん（保育園での活動） 
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    水遣りなどの作業を通じて植物の成長を見ている。また、給食の時間

に厨房の先生方がクラスに出向いて食育を行っている。愛情を持って食

事を楽しむことが食育に繋がる。アレルギーへの対応が大きなテーマに

なっているが発症の予防とともに、バランスのとれた食事対策を子ども

の早い時期から進めることも大切と思う。  

   

・岸田 興次さん（菜園・講座アドバイザーでの活動） 

    食育の場として、給食の時間を「給食育」として先生方だけでなく、

栄養士やＰＴＡ、ボランティア等を活用して進めてはどうか。 

   

・柳澤 俊治さん（「とよっぴー農園」での活動） 

    子どもが収穫体験で、普段食べなかった野菜を食べるようになる現実

がある、安全な野菜を作って活動を進めて行きたい。また、“とよっぴー”

の製造プラントの見学時等で「給食を残さないで」と言い続けることも

大切である。 

    

  ・池上 益世さん（感想とコメント） 

    「食育」は毎日の生活の中にある。「食育」をすることで無理が出てい

たり、何か新しいことをしなければならないとの思いを一度捨てて、今

ある環境の中で何が食育か考えてみてはどうかと思う。 

 

この後高島理事長の感想と謝辞で終了した。 

 

各パネラーからの報告や思いあるいは考え方の被歴を通して、食育の現状

や必要性の認識が深まった、と同時に今後現場から家庭や地域にどう繋げて

行くのか、を課題として共有できることを、全参加者が確認してフォーラム

を終了した。 

 

以上である。 
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「食育フォーラム」感想 

 フォーラム当日、参加者にお願いした感想は以下のとおりである。 

 

・今の時代、食べ物に対して食べ残すことをもったいないということを親自身

がないと思います。子どもと一緒に調理したりして、冷凍食品を使わず、昔づ

くりの手料理食の大切さを親自身に教えてほしいと思います。食育の大切さ、

大事なお話、親子に聞かせたいです。 

・勉強になりました。小学校での食育はあるけど、中学校ではどうするのでし

ょう?豊中での努力は分かりました。ご苦労様です。出来れば、豊中から日本の

見る、世界を見る（食について）課題もあるのではないか。食育はまだまだ課

題はあると思います。 

例えば、「食育」を支える分野はどれだけあるのか（関係しているか）など、私

たち市民一人一人の安全保障にもかかわる問題である、と思います。 

・「食育フォーラム」の取り組みはとても楽しく、有意義な会だと思います。し

かし、この集団での取り組みをいかに家庭に繋げていくか、その道筋を考えさ

せていって欲しいと思いました。昼ご飯は１日の中の１食！家庭での２食をど

う開拓していくか?健康な生活のため、環境への取り組みのためにどう活動が必

要か考えていくことが、次の世代への課題かな?と思いました。 

・豊中市には農地があり、農家の方がいらっしゃり、色々な立場の人が子ども

達の食育のために頑張っておられることが良く解りました。食べ物を大事にし、

心を大事にする中で、世の中が良くなる事を願っています。 

・地産地消の大切さ、必要性、学校給食の残飯をなくすことの大変さなど感じ、

これからの課題だと感じました。 

・生産から消費まで、学校での教育や市の取り組みも含め、楽しくお話を聞く

ことができました。 

・ありがとうございました。活動内容等は把握していましたが、学校や保育園

の生の声が聞けて大変良かったです。栄養士さんと野菜生産者との合致が難し

いとは思いますが、今後も継続して地産地消、食育活動が進んでいけばいいな

と思いました。継続はすごく難しいかと思いますが、皆様で連携して頑張って

ければと思います。 

・それぞれの立場の食育が聞けて参考になりました。色々な苦労など、子ども

たちにも話をしていただいて、食育の連携が広まっていけばいいなと思いまし

た。てしま保育園での作る人と食べる人の距離が短いのが印象的でした。 

・「プラスワン」べスト３の考案は素晴らしいと思いました。ちなみに私は、１

位は安いからという理由で不要な食品を買わない。２位旬の食材を食べる。３
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位消費、賞味期限を確認する、にいたしました。ゴキブリをも分解する“とよ

っぴー”の力はいかばかりか？と、感動しました。子ども達が食に関してどの

ように興味を持ってもらうのか、将来を担う人材を育てる大重要点であると思

います。サブテーマ、今でしょう！知ること、学ぶこと、進めることがぴった

りで、私ができうる進めることを具体的に掲げ、かかわり、意識を高めてまい

ります。 

・食育について今一度考えさせられ、さらに野菜栽培に力を与えました。 

・様々な立場で食に係わっている豊中市で働く方々のお話を聞くことができ、

大変勉強になりました。今後、食育を進めていくヒントを得ることができまし

た。ありがとうございました。 

・食育は継続するしかありませんね!食べることの大切は今その時に分からなく

ても必ず気づく時が来ると思っています。ますますいろいろな立場で頑張りま

しょう。 

・一言でいうと、楽しかったです。…適切な言葉ではないでしょうが、最後ま

で聞いていたかったです。  

・友の会でも伝えている同じような内容も言葉を変えたり、いろいろな角度か

らみたり伝えたりすることは、大切ですね。堆肥作りもまたやってみたいです。 
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第８回「とよっぴー祭り」報告書 

【はじめに】 

 第８回を数える「とよっぴー祭り」は、初めて前年度を下回る来場者であっ

たが、スタッフは過去最高の１２８人を数え、小雨降る生憎の天候にもかかわ

らず全体で５５０人の来場者の下、無事故で祭典を終えることができた。 

 祭りの評価が来場者に集約されると大きな課題を残したといえる。しかし、

今回は最大のイベントであり大人気を博してきたサツマイモ収穫が不実施とい

うハンディと小雨の中での状況を考慮すると、全体的には充実した祭典といえ

た。 

 各諸団体並びに関係者に敬意を表しつつ、現時点での概要を報告する。今後

各団体の意見を集約して最終の報告書を作成する。 

 

【実施要領】 

○実 施 日：２０１３年（平成２５年）１０月１９日（土） 

    １０：００～１４：００ 

○実施場所：豊中市緑と食品のリサイクルプラザ 

      ＜駐車場：豊中市北部環境事務所＞ 

○テ ー マ：「食と循環のフェスティバル」 

      （「とよっぴー」でつなぐ輪・環・和 

 

【事前会議】 

○２０１３/８/２（金） 実行委員会準備会 

       ９/６（金） 第１回実行委員会 

     １０/４（金） 第２回実行委員会 

 

【当日来場者数】 

○パスポート配布数：４６５人（未配布幼児８５人）―総数５５０人 

 

【参加団体及び出店内容】（順不同） 

○市行政関係 

 環境部減量推進課：絵合わせゲーム（プレゼント提供） 

 同花とみどりの相談所：寄せ植え鉢（抽選景品、プレゼント提供） 

 公園みどり推進課：全体調整・会場管理・機材配置、スタンプラリー、 

着ぐるみショー（プレゼント提供） 

 豊中市伊丹市クリーンランド：分別釣りゲーム（プレゼント提供） 
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 豊中伊丹環境政策フォーラム：分別輪投げ 

 豊中市上下水道局：給水タンク車（備蓄水提供） 

 緑と食品のリサイクルプラザ：施設見学、堆肥試触 

 

○労働組合関係 

 豊 中 市 職：飲食（豚汁） 

 豊 中 市 従：飲食（焼き鳥）、スーパーボール、宝探し（応援） 

          （プレゼント提供） 

 豊中市上下水道労働組合：飲食（焼きそば・たこせん）、机・椅子提供 

 豊中市伊丹市クリーンランド労働組合：飲食（から揚げ・フライポテト・飲み物）、放送器提供 

○花いっぱい運動関係 

 さ わ 病 院：スタッフ応援・救護班、テント・丸椅子提供 

 島田花ふれあい：竹細工、手品、マジック 

○協力関係 

 協 力 農 家：野菜出品（光久）、お米・餅つき機材提供（橋本） 

（抽選景品） 

○アジェンダ２１関係 

 竹炭プロジェクト：自然工作、竹遊び提供（抽選景品） 

 生 活 部 会：スタッフ応援 

○花と緑のネットワーク関係 

 ボランティア参加：若者農業就労者、農園楽、応援有志 

 ＜内容は省略＞ 

○その他関係 

 豊中市労働組合連合会：臨時駐車場及び道案内応援 

 

【実施内容（対応）】 

○スケジュール 

 ７：３０  事前準備 

前日、テントの仮置きや諸準備を整え、翌日を待つ。天候が曇り空で明日

が気がかり。 

当日、朝小雨がパラツキ、止むことを願いつつテント・机・椅子や看板類、

さらには各出店の段取りの順次、作業を開始。各担当者手馴れた様子で準備

をとど懲りなく済ませていく。 

 

  ９：３０  準備完了 

   すでにこの時間には一部を除いて準備整う。早くから作業を開始した餅
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つき準備は順調に進む。 

   オープン前のセレモニーも滞りなく済ませ、あとは開場を待つのみ。入

場門で並ぶ人は僅かとの情報。やはり小雨とサツマイモ収穫の影響の予感。 

 

１０：００  オープン（各出店スタート） 

  スタートと同時に三々五々人が会場に。出足は今までに比べ格段に少ない。

しかし、サツマイモの抽選会がないことから落ち着いた雰囲気の祭りの様子。

小雨は依然として降ったり止んだり。 

  多少ゆとりがあるため駐車場に出向くと、そこでも出足が鈍いとの感想を

聞く。 

  自然工作、竹細工、スーパーボール、宝探しにも人が寄る。ストライクア

ウトゲームにも挑戦。スタンプラリーにも子どもが動く。 

 

１０：３０  子ども餅つき大会 

  子どもの餅つき大会に合わせつきたてのお餅のプレゼントに人が並ぶが、

ここも余裕の状況。子どもの餅つきは１人７回杵を振る。 

  各出店は少しずつ賑わいが。しかし、全体的に人手が少なく、売れ行きは

もう一つ。 

    今回、食器等の返却は完璧であった。各出店の説明は行き届いた印象。 

 

１１：００  紙芝居 

  紙芝居の呼び込みがあり、１５人ほどの幼児が紙芝居にくぎ付け、親御さ

んも横で鑑賞。 

 

１１：３０  着ぐるみショー 

  餅つきの横で着ぐるみショー。３０人ほどの幼児に親御さんも含め集ま  

る。軽妙な司会を着ぐるみの愉快なパフォーマンスに笑いが会場を和ませる。 

  サツマイモ収穫に代わる青梗菜の植え付け。畑がぬかるむため代行の植え

付けを予定するが、参加者は自分での植え付けを希望。４１組が参加した。 

 

１２：３０  お楽しみ抽選会 

  抽選の開始。多くの人が周辺で注目。子どもに抽選券を箱から引いてもら

う。最後まで盛り上がった雰囲気で進め。当たった人当たらなかった人、い

つものように悲喜こもごもの光景が。３０分以上かけた抽選会。今回は 

 当選確認まで残られた方が多く、結構お持ち帰りになった。 

    抽選会が終わると、ほぼ皆さんお帰りになり、徐々に片づけへ 
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１４：００  終了 

   手際よく撤収作業が終了。多くのスタッフの参加の下、少し来場者が少

なく寂しさもあったが、混乱や事故もなく、また、いただいた感想も比較

的好意的で、このような祭り、とくに子どもを中心に置いた祭りに対する

評価もあった祭りといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各イベント等の実数】 

スタンプラリー        ６８人 

 ストライクアウトゲーム  約１００人 

 青梗菜の植え付け体験     ４１組 

 施設見学            ４組 

 お餅頒布          １６３パック 

 堆肥有料頒布         ８０袋 

 野菜            １８８数量 

 わけありふかしサツマイモ   ６１袋 

 

【若干の総括】 

今後、各団体の意見を集約して最終の総括を行うことすることとし、ここで

は総括の概要について記したい。 

① 第８回を数え、どの団体も開催に向けて滞りなく対応をしていただいた。 

② プレゼントの提供も多く、十分確保することができた。 

③ 事前準備と当日の設営等もテキパキと行なったいただき短時間で作業を終

えた。 

④ 前回までは殺気立つ状況も時にはあったが、今回は入場者数の状況もあり、

落ち着いた感じであったが、物足りなさも一面であった。 

⑤ 適正な人では何人か、答えがなく、天候とサツマイモの収穫中止を考えると

妥当な人数と考えられる。ちなみに、前回のサツマイモ収穫は３００人プラ
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ス抽選漏れ及び抽選締切りの様子を考慮すると、３００～５００人ぐらいが

減少し、回復しない天候もあって落ち込んだと考える。 

⑥ 飲食物や工作さらには遊びを中心としたコーナも落ち着いた様子で対応さ

れており、充実した対応ができたのではないか。 

⑦ いつもいくつもの苦情等を聞くが今回はさほどなかった。 

⑧ 駐車場への挨拶を行ったが最後のところでコミュニケーションが不足した。

この点は反省である。 

⑨ 労働組合のご協力、さらには市関係の積極的な対応と当日の担当配置等、非

常にありがたかった。 

⑩ 祭りの規模を考えると体制に少し無理があり、体制に応じた規模の適正化も

考慮される。 

⑪ 事務局が他の事業も多く抱え、十分な対応ができなかったことが、残念であ

り、迷惑をおかけした関係者にお詫びする。 

⑫ 当初、サツマイモ収穫ができないことから中止も検討したが、実施したこと

は評価しておきたい。 

⑬ 祭りに際して、各出店のアピールや出番、あるいはイベントのスケジュール

を明確にして、祭りを盛り上げることも必要であった。 
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第８回「とよっぴー祭り」アンケート集計結果 

 

【趣旨】 

祭りの参加者に対し、祭りに関して情報を収集することで今後の参考に資す

るため実施した。回答総数１８１人である。 

 

問１ お祭りに来られたのは何回目ですか？ 

 初めて 2 回目 3 回目以上 無回答 

回答数 １０８ ３５ ３６ ２ 

率 59.7％ 19.3％ 19.9％ 1％ 

 

【考察】 

 初めての参加が約６０％であった。前回（回答総数３４１人）は約６３％で

あり若干下がったが、初めての参加が多い特徴を有している。 

 

問２ どちらから来られましたか? 

 豊中市内 豊中市以外 無回答 

回答数 １５４ ２６ １ 

率 85.1％ 14.4％ 0.5％ 

分布 東豊中町１ 旭丘３ 走井１ 

曽根西町６ 服部寿町１ 上

津島４ 服部西町２ 服部豊

町１ 城山町１ 服部南町１ 

原田南３ 庄内西町４ 能野

町２ 稲津町３ 庄内栄町２ 

立花町１ 宝山町２ 長興寺

３ 利倉２ 東寺内１ 緑丘

２ 利倉西２ 蛍池南町２ 

蛍池西町１ 浜１ 服部元町

１ 野田町２ 桜の町２ 庄

内幸町２ 大黒町２ ほか 

池田市４ 大阪市４ 川西

市４ 宝塚市３ 高槻市２ 

伊丹市６ 箕面市１ ほか 

 

 

【考察】 

市内の居住者が約８５％（前回約８９％）であった。比率的には下がったが

８０％以上が市内であり、市民対象の祭りとしては順当である。市外は前回は
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北河内地域からの来場もあったが、今回は近隣都市に限定された。 

 

問３ お祭りを何で知りましたか 複数回答 

 

市 

広報 

チラ

シ・ポ

スター 

ミニコ

ミ誌 

ケーブ

ル 

テレビ 

市 HP 

当法人

HP 

・ブロ

グ 

知人 

から 

行事に

参加し

て 

その他 

回答数 ８３ ５１ ０ ０ ２ １ ３４ ５ ５ 

率 45.8％ 28.2％ 0.0％ 0.0％ 1.1％ 0.6％ 18.7％ 2.8％ 2.8％ 

その他

回答 

①お母さんから ②道を歩いていて ③向かいの工場から ④クーリングセンタ

ーに行く途中 ⑤妻 

 

【考察】 

市広報が約４６％である。チラシ・ポスターが 28.2％と前回より約９％上が

った。その他では知人からも約１１％増加した。ホームページやブログは依然

として少ない。これは必要以外にアクセスしない傾向にあると考える。全体と

しては情報が拡散しており、宣伝媒体が多様化してきた。 

 

問４ とよっぴーを購入されたことがありますか？ 

 ある ない 無回答 

回答数 ５１ １２４ ６ 

率 28.2％ 68.5％ 3.3％ 

 

【考察】 

購入経験のある人は約３０％であった。残りの６０％は未購入者である。前

回までは購入率が結構高かったが、少し下降している。 

 

問５ あなたの年齢を教えて下さい 

 
小学生以

下 

中学生 

～20 歳ま

で 

20 歳 

～40 歳 

41 歳 

～60 歳 
61 歳以上 無回答 

回答数 ２８ ０ ５６ ４４ ５１ ２ 

率 15.5％ 0.0％ 30.9％ 24.3％ 28.2％ 1.1％ 

 

【考察】 

家族で来られた方が多く、その点では２０歳～６０歳が約５５％を占めてい
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ることで解る。６１歳以上も約３０％あり、２０歳～４０歳と拮抗した割合で

ある。祭りの内容等からすると年齢（家族「親子等」）に相応した祭りであった。 

 

 

寄せられた意見や感想一覧（現文のまま） 

 

・豊島公園で開催してほしいです。（41～60 歳） 

・お花の苗ありがとう（61 歳以上） 

・20 年以上住んでいるけど初めて知りました。もっと宣伝すべき。（20 歳～40

歳） 

・今後も続けてほしいです。宜しくお願いします。（41 歳～60 歳） 

・毎年参加しています。関係者の方々ご苦労様です。（61 歳以上） 

・イモ掘りしたかったです。（20 歳～40 歳） 

・いいと思う。（61 歳以上） 

・おイモ掘り来年はできるといいな。（20 歳～40 歳） 

・楽しみにしてきました。（20 歳～40 歳） 

・毎年楽しみにしています。（61 歳以上） 

・楽しみです。（小学生以下） 

・イモ掘りがなくて残念です。（61 歳以上） 

・楽しかったです。（41 歳～60 歳） 

・楽しかった（小学生以下） 

・近所の工場の方が 3人来場。嬉しい広がりです。（61 歳以上） 

・イモ掘り残念。子ども達楽しみにしていたので（41 歳～60 歳） 

・このようなイベントが子どもが喜ぶので嬉しいです。（20 歳～40 歳） 

・もう一度おイモ掘りしたいです。（20 歳～40 歳） 

・特にありません。（20 歳～40 歳） 

・小雨の中ご苦労様でした。引き続き開催していただきますよう（41 歳～60 歳） 

・おもち昔みたいに無料で配って下さい。（41 歳～60 歳） 

・小雨で有無を聞こうとしたら、Tel がつながらなかった（20 歳～40 歳） 

・特にありませんが、役員の方、ありがとうございます。（41 歳～60 歳） 

・じっくり見させていただきます。（41 歳～60 歳） 

・イモ掘りしたかったです（小学生以下） 

・前回とても見ごたえがあり、今年も楽しみにきました。（41 歳～60 歳） 

・とても良かったです。（61 歳以上） 

・おイモ掘りがしたい（小学生以下） 

・楽しみに見て回ります。（61 歳以上） 
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・いつもありがとうございます。（20 歳～40 歳） 

・イモ掘り残ねんでした。（20 歳～40 歳） 

・とても楽しかったです。（小学生以下） 

・今後よろしく（61 歳以上） 

・これからもがんばって下さい。（41 歳～60 歳） 

・楽しかったし、おいしかったです。（20 歳～40 歳） 

・初めて知りました。楽しみたいと思います。子どもには給食の食べ残しの話

ができて良かったです。（20 歳～40 歳） 

・楽しいイベントです。（41 歳～60 歳） 

・楽しそうでまた来たいです。（20 歳～40 歳） 

・楽しかったです。（41 歳～60 歳） 

・またやって欲しい（41 歳～60 歳） 

・素敵な催しです。（41 歳～60 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



38 

 

資 料 編 

 

１．「食育フォーラム」ちらし 

２．「とよっぴー祭り」ポスター 

 


